
 

暗闇の世に届けられた希望の光 
 
 寒さが一段と厳しくなっている折、皆様いかがお過ごしでしょうか。私は毎年この時
期になると、年末に向けて心が急いて気持ちがズーンと重くなります。何か今年の内
に済ませなければならないことがたくさんあるようなプレッシャーを感じ、また夕暮れ
も早くなり仕事を終えると外は真っ暗（しかも寒い）、働いたら一日が終わりになって
しまったかのような思いがして、なんとも気が滅入ってしまいます。 
 

しかし、それと同時に嬉しく、ワクワクする思いもあります。それはクリスマスが近づ
いて来たからです。なぜ嬉しいのでしょうか。プレゼント交換、美味しい食事、それも
嬉しいことかもしれません。しかし、心から私が嬉しく、ワクワクするのはクリスマスに
お祝いする本当の目的、イエス・キリストがお生まれになったことに思いを馳せ、皆で
感謝することができるからです。 
 

クリスマスは 2000 年程前にお生まれになった
イエス・キリストの誕生を祝う日です。なぜ祝わ
れるのでしょうか。それは神のひとり子であるこ
の方が、暗闇の中にいる私たちを救い出すため
に地上に生まれてくださったからです。キリストが
来られる前、私たちは暗闇の中にいました。そこ
には争いと敵意、自己中心という罪が満ちてお
り、そこから自力で抜け出すことはできず、罪の
暗闇に染まった私たちは滅びるしかない哀れな
者でした。そのような暗闇の世界にいる私たちを
救い出すために、「すべての人を照らすまことの
光」としてイエス・キリストは来てくださいました。 
 
 私は聖書が語る、この救いのメッセージにいつも励まされます。それは人の努力で
救われるのではなく、「まことの光」として世に来られたキリストを救い主として信じ、
受け入れる者すべてに救いが等しく与えられるというメッセージです。まさにキリスト
は、暗闇の中をさまよっていた罪人の私を、命をかけて救い出してくださいました。
光の中を歩めるように、生きる希望を与えるために来てくださったのです。 

もし皆様の心が暗く、寂しく、闇の中にあるのでしたら、どうぞイエス・キリストの元
に来てください。喜び、希望にあふれて歩む幸いを共に味わいましょう。（O） 
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すべての人を照らすそのまことの光が、世に来ようとしていた。 

                           (ヨハネの福音書 1 章 9 節） 


